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1.はじめに

近年の中国では，内需拡大による経済成長方

針を打ち出した。それを実施する際に，最終需

要構造と産業生産構造との関連を的確に把握す

る必要がある。そして，中国は発展途上国であ

り，生産を量的に拡大するだけでなく，産業構

造の高度化を推進する必要もある。後述するよ

うに，中国では以前の重化学優先発展戦略の影

響により，産業構造における歪みが大きく，そ

れを是正しながら上記産業構造高度化を図る必

要がある。そのため，需要構造と生産構造との

関連を考察することがいっそう重要な意味を持

つ。

以上の考えに基づき，本稿の課題は①中国に

おける需要構造と生産構造との関連を量的に把

握する。②中国の産業構造の変動について要因

分析を行い，産業構造変動のパフォーマンスを

考察する。③中国産業構造の特徴およびその形

成要因を考察する。の三つに設定する。これら

の課題に基づき，中国における内需拡大策を効

率的に実施するさいの問題点，需要構造の調整

を通じて産業構造変化を推進する際の問題点に

*本稿は本誌レフェリーの方から大変有益な意見
を頂いた。ここに記して感謝する。勿論本稿に

あり有べき誤謬はすべて筆者の責任である。

ついて考察をする。

生産構造と需要構造との関連を考察するに

は，中間投入による波及効果を考慮した産業連

関分析がもっとも適しているが，中国を対象と

した研究はまだ少ない。 Liu (1998) と勝

(2001 )はデータの制約がある中で，中国の産

業連関分析を行った。しかし，対象期間はそれ

ぞれ1985~ 1990年と 1987~1992年であり， 90 

年代以降が含まれていない 1)。李・醇(1998) 

は， 1983~1995年まで検討期間を拡大して分析

を行ったが，それで、も 1995年までである。そし

て，いずれも国際比較の視点が欠けており，中

国経済発展における構造的な特徴や段階的な特

徴，およびその評価に関して，他国の発展過程

との比較分析が既存研究には存在しない。胡

(2003) では1987~1997年の中国を対象に，工

業化経済発展段階の日本および工業化成熟段階

の日本との国際比較を行ったが，需要構造と生

産構造の連関，そして産業構造変動の要因分析

について分析していない。本稿は，この点につ

いて分析を試みる。

本稿では，分析対象期間を 1987~1997年とし

た。本稿の大きな特徴は，日本の工業化経済発

展段階 (1960~1970年)と同成熟段階 (1985

~1995年)との国際比較を通じて，中国の経済

1 )ただし，勝 (2001)の農業・食糧部門に関す

る連関分析は1992年までである。
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発展における構造的特徴および段階的特徴を把

握し，問題点を指摘することである 2)。

日本では，一次資源の不足や戦前からの人的

資源の蓄積など資源の賦存条件が他国と異なる

ため，戦後の経済発展は特殊な側面を持ってい

る3)。しかし，工業化経済発展の過程と産業構

造の転換に関しては，一般的な理論認識の多く

を明確に反映している。たとえば，ベティー・

クラークの法則に対応している「工業化Jから

「サーピス経済化Jへの産業構造の高度化，貿

易構造の高度化4)，工業化経済発展段階におけ

る生産の「高加工度化・迂固化J5)， ix字型交

差の構造変化J，工業化経済成熟段階における

生産の「高付加価値化J6)，こういった理論と

整合的な経済発展に対応した構造変化を，日本

は忠実に実現してきた。日本の工業化発展段階

と比較することで，中国の工業化発展における

産業構造とその変化にどのような特徴があり，

どのような問題があるのかを考察できる。さら

に，成熟段階にある日本は中国の将来像を考え

る上で有用であると考えられる。つまり，その

比較によって，中国が成熟段階への移行に向か

うにあたり，現段階の中国に存在する潜在的な

問題点について重要な示唆を得る。以上の理由

から，本論文の比較対象国を日本とし，対象期

間を 1960~1970年の工業化高度成長期と， 1985 

~1995年の工業化成熟期の二期間に設定した。

本稿では，時系列だけでなく国際比較も行う

ために，日中間で比較可能な接続産業連関表が

必要となる。中国接続産業連関表に関して，胡

(2003)は両国連関表の比較可能性を配慮した

部門統合を行い，牒 (2001) を参考に中国の産

業別デフレータを推計し，中国接続産業連関表

2 )日本と他国との国際比較研究には，日本と東

南アジア諸国との比較は金子 (1983)，日・米・

韓・台比較は藤III(1999)，日独比較は良永 (2001)

がある。

3 )南 (2002)参照。

4)南 (2002)第5章，第 7章参照。

5 )新庄 (1990) 第3章参照。

6)胡 (2003)参照。

を作成した 7)。本稿は胡 (2003)の中国1987

92-97年接続産業連関表と，日本総務庁が公表

した「昭和35年一40-45年接続産業連関表」と

「昭和60年一平成 2-7年接続産業連関表Jを利

用する 8)。

次節では本稿で利用する理論モデルを紹介す

る。第3節では，生産誘発係数を用いて，中国

における最終需要の産業生産誘発構造を考察す

る。第4節では，生産誘発依存度を用いて，中

国における産業生産の最終需要誘発依存構造を

考察する。第 5節では，対象期間における産業

生産変動の要因分解を行い，この間の発展パフ

ォーマンスを考察する。第 6節では，中国の産

業構造と日本との格差について，その要因分析

を行う。最後に，本稿の考察から得られる政策

提言を行う。

2.モデル

(1 )産業生産の規定・誘発構造

産業連関モデルでは，地域経済における産業

部門をη部門とすると，諸産業の国内生産需給

バランス式は次のように示している。

X=AX+F+E一(MAAX+MF.め

X:産業別国内生産額列ベクトル

F:産業別囲内最終需要列ベクトル

E:産業別輸出需要列ベクトル (1) 

A:中間投入係数マトリクス

瓦4，MF:産業別輸入係数を対角要素で，他の

要素がゼロとする対角行列

(1)式は，産業の国内総産出が中間需要，最

終需要，海外輸出需要の和から中間投入輸入と

最終需要輸入をヲ|いた国産財に対する需要総額

に等しいことを示している。

(1)式を，産業の国内生産額について解くと，

7 )部門統合，デフレータ推計，純輸出入項目の
輸出・入分離推計など，詳細については胡

(2003)補論参照。

8 )ただし，日本の接続産業連関表は胡 (2003，
20ページ)に従い部門統合した。。
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非競争輸入型産業連関分析モデルが得られる。 (3)産業生産の最終需要誘発依存構造指数

また，産業に対する各最終需要の誘発生産額

X= [1 σ-MA)A] -1 [(I-MF)F+E] を当該産業の国内生産総額で除すと，ある産業

=BG 

B:逆行列， [1一(I-MA)A]-1

G:国内生産に対する最終需要，

[(I-MりF+E]

(2) 

(2)式の最終需要を消費と投資に分割し，以

下のように変形すると，

X= [1-(I-M)A] -1 [(I-MF)F+E] 

二 B[(I -MF)(Fc+FI)+E] 

=Br FC+B r FI+BE 

r : (I-Mり

Fc:産業別消費需要ベクトル

FI :産業別投資需要ベクトル

(3) 

となる。これは，産業の国内生産は逆行列係数，

国産品に対する消費需要，投資需要および輸出

需要によって規定・誘発されることを示してい

る。

(2) 最終需要の産業生産誘発構造指数

(3)式を利用して，以下のように，各最終需

要項目の誘発額を各最終需要項目の合計額で除

すと，最終需要が l単位発生する場合，中間取

引の桝目を通して，究極的に各産業に対してど

れだけの生産を誘発するかを表すことができ

る。これは各最終需要の生産誘発の度合いを示

しており，生産誘発係数という。

消費の産業別生産誘発係数ベクトル

=BrFc!Fc 

投資の産業別生産誘発係数ベクトル

= B r FIIF 1 ( 4 -1 ) 

輸出の産業別生産誘発係数ベクトル

=BE/E 

Fc:消費需要総額スカラー

FI:投資需要増額スカラー

E:輸出需要総額スカラー

の国内生産がどの最終需要から誘発され，それ

にどれだけ依存しているかを表すことができ

る。これは最終需要の対する依存の度合いを示

しており，生産誘発依存度という。

消費需要に対する生産誘発依存度ベクトル

=x-1BrFc 

投資需要に対する生産誘発依存度ベクトル

±王切rFI (4 -2 ) 

輸出需要に対する生産誘発依存度ベクトル

ニ x-1BE

王:産業別囲内生産額を対角要素で，他の要

素がゼロからなる対角行列

(4)産業生産変動の要因分解式

さらに， (3)式から，二つの期間(1期， 0 

期)における産業生産額の変化を，以下のよう

に分解できる 9)。

ムX=XI-XO

=BIGI-BoGo 

=Bl(l-MF1)(FI-Fo) 

・・・国内最終需要変動効果

+Bl(El-Eo) 

・・・輸出海外需要変動効果

+Bl(l-MAl)(Al-Ao)Xo 

…中間投入・技術構造変動効果

+Bl(MAO-MAl)AoXo 

…・・中間需要輸入構造変動効果*

9 )この種の要因分解式は三通りある。 DPG(比
例成長からの誰離)モデル(シルキンモデル)

と二時点生産額変動モデル(鳥居・深作モデル;

鳥居 (1979，176~ 182ページ)参照)，二時点生
産額変動モデルであるが需要規模の変動効果と

需要構造の変動効果を区別している特徴を持つ

金子モデル(金子 (1983) 第四章第 3節参照)

である。本稿の (5)式は鳥居・深作モデルに準

拠している。 (6)式については注10) を参照。)
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十Bl(MFO-MF1)Fo

…・最終需要輸入構造変動効果**

* * *……輸入構造変動効果

(5) 

この式は，右辺の五つの要因によって，産業

生産の変動をもたらされたことを示している。

中間投入構造変動効果は，投入係数の変動によ

るもので，技術構造変化効果とみなし得る。ま

た，輸入需要構造変動効果は，輸入係数の変動

によるもので，輸入代替効果とみなし得る。プ

ラス効果は輸入代替が生じ，マイナス効果は輸

入拡大が生じることを意味する。ここでは第 I

期の逆行列で式展開をしたが，第 0期の逆行列

についても同様の式展開ができる。なお，本稿

では両パターンの式の平均値を取って検討す

る。また，輸入係数に関しては中間需要と最終

需要の分割がデータの制約上，不可能なため，

本稿では区別せず¥輸入総額と需要総額で計算

された平均輸入係数を用いた。

(5)異なる地域における産業構造格差の要因

分解式

(5)式は同一地域における時系列変化の要因

分解であるが，それを異なる地域に入れ替えて

(つまりここでは 1とOは地域を表す)，そして

左辺に地域総産出に対する産業別構成シェアを

持ってくると，異なる地域における総生産の産

業別構成を比較し，産業構造の格差を要因分解

するモデルが得られる 10)。

ムX'=X'I-X'O

=B1G'I-BoG'o 

10)時系列の要因分解モデルを異なる地域間産業

格差へ応用するには，産出量の通貨単位表示を

調整したうえで二時点間生産額変動モデルをそ
のまま応用できる。本稿の (6)式は，産業構造

の格差，つまり産業別の構成シェアベクトルの

格差に直接に接近したモデルである。同式は，

相対化された産業構成シェアで比較するため，
通貨単位の調整などを省けるという利点がある。

ニ Bl(!-MF1)(F'I-F'o)

・・・・・・国内最終需要産業別構成格差効果

+Bl(Kl-Eり

・・・・・・海外需要産業別構成格差効果

+Bl(!-MA1)(Al-Ao)X'o 

……中間投入構造格差効果

+Bl(MAO-M瓦I)AoX0 

……中間需要輸入構造格差効果*

+Bl(MFO-MFl)F'O 

……最終需要輸入構造格差効果**

*村……輸入構造格差効果

(6) 

X':産業別囲内生産額の国内総生産額に対す

る比率を要素とする列ベクトル

F':産業別国内最終需要の国内総生産額に対

する比率を要素とする列ベクトル

E':産業別輸出需要の国内総生産額に対する

比率を要素とする列ベクトル

この式は，異なる地域における産業構造の格

差は，右辺の国内外最終需要の産業別構成の格

差，中間投入構造格差，輸入構造格差など諸要

因の構造的格差によってもたらされることを示

している。これを用いて，異なる地域における

産業構造の格差を検討することができる。

3，最終需要の産業生産誘発構造

表 1-1 ~表 1 -3では， (4-1)式を用い

て中国および日本の接続産業連関表から計算さ

れた最終需要生産誘発係数を示している。本節

ではこれを用いて，両国における最終需要の生

産誘発構造を考察する。

(1)最終需要の生産誘発力とその時系列変動

最終需要全体としての生産誘発力を見てみよ

う(最終需要生産誘発総額/最終需要総額)。

表 1-1の「最終需要誘発係数Jで見ると，中

国では， 1987年に2.016，1992年に2.224，1997 

年に2.233へと上昇している。 (3)式が示すよう

に，最終需要の生産誘発力はレオンチェフ逆行
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表 1-1 中国の最終需要生産誘発係数

計
一
日
-
3
A
一
9
3
3
…
P
A
S
A
9
5
…
1
1
β
y
-
1
7
5
一
β
y
A
2
-
B
一
s
…
5
D
2
一
4
…
3
1
-

要
-
M
ニ
2
3
-
6
7
3
"
1
7
4
3
2
-
4
2
フ

3
-
Z
8
3
E
1
6
7
2
T
2
1
"
B
0
3
E
2
T
4
8
-

E

L

J

-

1

-

"

h

『

H

『

1

h

5

V

-

2

-

h

3

日

1

1

-

w-
フ
ι

-

-

u

H

F

“

目

"

“

“

日

目

最

一

一

-

一

一

一

一

一

…

…

…

…

-

-
4
-
6
4
-
8
3
7
H
8
8
3
3
2
"
2
9
9
9
-
2
4
8叶

4
7
4
0
-
9
M
Z
ぃ
8
4
0
日
9
M
4
5国

i
i
-
止
園
山
田
6
4
-
3
7
5
u
1
1
2
5
3
H
3
1
3
8
E
2
0
3
“
1
7
4
0
-
o
"
9
H
6
4
8
"
9
H
6
3
-

荷
一
愉
一
U
一

一

1

…

1

一

一

…

一

1

…

6

…

2

2

1

…

1

…

」

A

3

E

・

E

-

u

u

・

H

E

U

H

M

同

由

市
一
一
1
一
6
1
一
0
7
3
…
3
4
2
6
9
…
0
7
5
8
一
5
3
5
…
4
9
2
0
一
4
…
6
…
1
6
9
…
o
…
7
2
一

-
資
一
円
H
-
4
.
5
-
2
3
1
…
z
a
G
E
E
-
山
弘
4
1
z
-
Z
1
1
7
L
F弘

1
弘
一
7
-
…
弘
一
F
L
a
a守
ι
u
z
n
z
-

一段一

ι一
一

一

1

…

一

2

…

一

一

5

一

2

1

…

4

…

3

一

一
-
9
-
7
5
一
5
5
8
…
4
4
9
0
4
一
7
8
0
2
一
3
8
7
…
4
2
0
8
一
2
…
6
一
8
1
8
…
1
…
7
4
一

一
-
Z
M
N
一
弘
乙
-
L
a
1
…
1
1
1
2
1
…
1
1
乙
z
-
z
ハ
U
1
…
乙
7
.
Z
4
.
一
1
…
1
…
1
4
1
…
1
…
a
a
-

-w
旦
1

-

z

-

1

山

川

-

h

1

-

2

2

2

Z

1

弓
U
z
-

-
一
計
一
1
-
O
B
-
-
3
9
…
8
3
6
5
0
…
4
8
8
6
-
8
8
0
…
4
6
3
5
一
7
一
o
…
2
2
6
山
3
山
6
7
-

一劃一
η
ニ
5
4
-
6
7
.
Z
一
Z
6
1
4
Z
一
4
1
1
乙
一
乙
&
1
…
z
a
a
乙
一
q
.
一
&
一
&
Q
山
内
弘
一
4川
4
a
一

一

綜

一

む

一

1

一

一

一

一

一

一

1

一

a

一

1

1

1

一

3

…

1

1

一

-

終

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一-m
一

-

一

一

一

-

…

一

…

…

…

一

一

一
一
日
-
5
3
一
A
Y
Y
一
2
1
S
4
5
一
3
3
3
3
一
3
2
9
一
白
B
5
0
一
』
一
1
.
一
B
D
3
一
D
…
0
1
一

I
l
-
-
出
-
K
-
0
6
-
4
1
4
T
3
0
2
5
2
一
4
1
2
4
T
4
0
2
山
2
4
2
0
-
6
一
7
…
0
4
2
r
b
山
6
0
-

保
守
-
。
闘

-iJE
，.
-

q

L

"

t

a

H

E

M

-

喝

eu£u"2JqL
噌

E
U
唱
E
"
唱
E聞

か

L-a罰
-

2

-

F

明

一

回

一

目

刊

い

m

m

-

n

w

d

・

-

園

田

即

引

開

引

'

川

明

“

制

闘

い
h
E
E
7
-
P
1
-
5
3
3
引
7
8
4
4
9
H
4
4
4
9
-
1
7
7
n
7
0
2
0
-
B
U
O
H
0
7
3
F
K
8
4
-

-
資
-
M
-
5
6
-
1
3
2
川
2
4
7
7
2
一
9
3
2
2
-
3
9
2
叫
2
0
3
a
-
8
5
1芯
4
3
5
日
比
4
3
-

C

L

i

-

-

"

“

F

Z

“

1

I

E

M

4

"

2

1

2

2

3

1

-

.

制

但

・

勺

L

-

E

M

u

-

"

・

“

"

“

“

.

-
-
6
-
7
7
-
9
9
7
…
8
3
9
7
5
山
9
1
4
0
-
9
5
3
一
1
7
9
1
-
a
…
o
…
5
2
3
山
6
山
B
B
E

-
-
R
一
V
A
-
1
-
-
a
4
乙
山
Z
6
1
乙
唱
し
一
1
1
1
乙
-
乙
な
3
T
ι
Q
山
A
-
1
-
1
一
弘
一
7
L
H
L
a
一
q
L
a
ι
-

Z
円

-

1

』

2

-

叫

“

自

叩

-

?

"

3

m

1

1

u

q

d

n

z

-

Z
己

6
-
4
0
-
5
7
7
5
』
8
0
9
Z
"
0
1
7
7
-
2
6
9
"
1
7
0
3
-
4
"
7
U
9
2
5
"
9
U
7
2
-

一
劃
-
n
-
a
&
-
6
7
.
乙
山
内
乱
&
1
4
z
…
4
1
1
1
-
乙
弘
之
…
乙
5
7
.
1
-
1
…
4
一
a
a
a
…
1
…
5
ι
一

-
制

h

-

r

A

-

唱

'

-

"

"

-

1

a

"

-

9

ι

"

必

崎

U

噌

E
唱
t
H
2
J
M
唱
目
、

h

-

回

網

棚

-

q

'

』

園

田

"

"

・

"

-

"

"

"

u

E

-

終

一

一

一

…

…

-

…

-

一

一

…

…

一

一

・

豆

一

一

一

一

-

一

一

一

一

一

一

一

-
-
4
-
9
6
-
9
6
2
r
b
Z
Z
5
2
叩
1
6
2
8
-
1
0
Z
M
0
2
8
0
τ
d
Z
叩
7
8
7
u
q
1
3
0
E

B

一
出
一
白
一
戸
、
.
F
a
-
5
1
4
7
1
a
1
丘
乙
一
E
a
-
-
-
乙
a
4
r
ι
1
1
a
一
4
7
R
一
1
1
弘
一
L
一
ι
5
一

年

-

白

『

4

1

国

2

山

市

-

明

白

Z

正
1
3
2
1
γ
l
m

'
卜

-

a

-

-

z

-

-

山

一

-

…

一

山

山

町

一

-

e

u

-

-

-

a

u

n

回

目

-

"

“

"

日

目

印
一
一
5
一
0
1
一
5
2
5
…
7
9
5
9
7
一
8
5
6
7
一
8
3
2
一
2
6
z
o
-
-
…
7
…
7
2
8
…
z
一
7
5
一

圃
貝
-
M
目白£Uヲ'Eτe2Jヲιn-2J必『ヲ'O3qiz?'9ι
ぅ

ι唱'E-q'-qιヲιTフ
ιEJqιnu-nUF凋匂比A・17'9ι
四
位

JTζuau回

投

一

日

一

一

一

一

一

3

一

一

1

…

4

…

2

1

…

4

…

3

一

!
一
日
一
z
s
-
A
S
5
…
β
3
3
D
A
…
A
5
A
A
-
-
D
2
…
3
3
b
ι
-
1
…
y
…
5
5
y
…
1
…
4
3
一

圃

E
V
2
8
3
-
0
7
2
ヲ
6
0
2
1
叩
1
0
1
1
-
Z
0
3
"
2
7
Z
Z
『
1
1
E
0
3
4
5
t
5
4
-

肖
-

l

-

2

-

1

山

山

-

…

1

-

3

山

3

…

2

1

山

?

…

z

-

-

一

…

…

E

一

一

-

…

…

操

業

業

一

一

業

業

一

{

一

一

己

…

ロ

間

一

功

一

…

t

一
一
一
エ
エ
産
一
一
摩
産
一

柑

一

一

船

…

エ

脚

E

…

釦

一

水

…

刈

一

…

…

軽

時

糊

…

…

描

清

一

朝

一

一

材

…

紅

晴

日

…

劃

一

&

…

ι
一
…
…
靴
機
…
…
瑚
恒
一

漫

一

一

寸

一

助

金

加

一

泊

一

日

間

一

士

一

一

一

重

一

一

ラ

第

一

劃

一

一

E

師

一

日

僻

日

…

捕

時

献

一

川

難

…

t
棟
一
作
…
湘
「
…
障
…
…

t
…
刀
伽
一

回
一
一
エ
制
…
斗
川
崎
直
一
割
剖
働
一
ス
崎
市
一
難
割
引
1

剛
一
雄
市
…
義
一
難
…
J

湘一

家
一
一
加
ロ
聞
!
・
一
エ
難
M
V
錬
晶
一
業
総
械
の
一
ガ
問
一
険
飲
社
そ
一
産
一
産
一
一
産
勺
t
w
一

車
一
一
品
製
プ
…
加
工
ぺ
精
製
一
工
還
機
他
一
・
業
ι
一
保
!
ー
他
・
一
次
…
次
…
…
次
一
4
・

時
一
難
難
一
料
維
ル
…
油
学
材
属
属
…
械
通
気
の
一
力
築
送
…
一
献
世
帯
め
務
一
-
T
一
…
…
=
一
…

蜘
噴
鉱
-
食
繊
パ
平
日
他
陣
出
陥
防
同

H
市

出

回

陪

同

H
M宮
市

・

一

第

一

最

終

需

要

生

産

誘

発

係

数

の

産

業

構

成

%

(資料)筆者算出。

表 1-2 日本の最終需要生産誘発係数
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列の乗数効果に依存しており，レオンチェフ逆

行列の乗数効果は，中間投入係数の上昇によっ

て上昇する。工業化経済発展段階の特徴のーっ

として， r高加工度化J，r分業化・迂固化j生

産によって中間投入係数が上昇する11)。中国は，

工業化経済発展段階にあり，中間取引規模の拡

大により乗数効果が上昇し，最終需要の生産誘

発力が上昇した。

60年代の日本も「高加工度化J，r分業化・迂

回化j生産による工業化経済発展段階にあり，

生産誘発力の変化は中国のそれとほぼ同じ特徴

を示している。しかし，工業化経済成熟段階の

日本は， 1985年にはl.745，1990年にはl.737，

1995年にはl.690へと低下傾向にある。工業経

済の成熟化につれ， r高付加価値化jにより付

加価値構造が改善される 12)。中間投入比率が次

第に低下し，中間投入による乗数効果，および，

11)金子 (1983，24ページ)。日本と中国に関する
考察は胡 (2003，5 -6ページ)参照。

最終需要の生産誘発効果が低下する。 1985年以

降の日本はその構造変化を示している。

需要項目別でみると，中国の輸出は各年度と

も最も高い生産誘発効果を示しており，消費と

投資との荘離が大きい。中国の輸出の生産誘発

効果が特に高く，内需の消費と投資の生産誘発

効果が遅れていることを示している。

工業化経済発展段階の日本では，輸出と投資

の生産誘発効果がほぼ同じであり，消費との誰

離は大きい。日本では輸出だけでなく，内需の

投資も高い生産誘発効果を有する。一方，工業

化経済成熟段階の日本では，輸出，投資，消費

の順に生産誘発力の順位が定着し，投資と輸出

との誰離も大きくなった。この段階の日本の最

終需要生産誘発構造は中国と似ている。しかし，

次節でわかるように，その産業構造は中国と構

造的に異なる。

12)日本の「高付加価値化jについては胡 (2003，
5-6ページ)を参照。
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(2) 最終需要生産誘発の産業構造 化はまだ不完全である。投資による生産誘発効

表 1-1には最終需要生産誘発係数の産業別 果は，特に第二次産業と第三次産業を重心とし

構成比を示した。これにより，最終需要生産誘

発効果の産業構造を確認できる。

「最終需要計」の欄で，平均的な産業構造を

見ょう。中国における産業の重心は，第二次産

業部門であり，第三次産業と第一次産業がそれ

に続く 13)。時系列の変動をみると，第一次産業

のシェアが低下し，第二次産業のシェアが上昇

する傾向にある。第二次産業内部では，特に，

機械産業の上昇が大きい14)。

工業化経済発展段階の日本の場合，誘発効果

でみた産業の重心は第二次産業と第三次産業の

両部門にあり，第一次産業のシェアが非常に低

い。時系列の変動をみると，軽工業のシェアが

低下し，重化学工業と機械産業のシェアが上昇

するという高度化の傾向を示している。次に，

工業化経済成熟段階において，誘発効果でみた

産業の重心は，第三次産業へシフトしつつあり、

工業経済成熟段階の特徴である「サービス経済

化jの影響を示している。第二次産業内部では，

生産誘発効果の重心が機械産業へシフトしてい

る。

以下，各項目についてみてみよう。中国にお

ける消費の生産誘発効果でみた産業の重心は第

二次産業と第三次産業へシフトしているが15)

シェアでみた場合，第一次産業が依然として高

く，第三次産業は低い。輸出の生産誘発効果で

みた産業の重心は第二次産業であるが，シェア

でみた場合，軽工業が高く，工業内部での高度

13) 中国の第三次産業に関しては，産業統計の未

成熟による過小評価が考えられるが，それを考
慮するにしても，第二次産業と 10ポイント以上

の格差があり，一定の議離の可能性は残される
であろう。

14) ただし，軽工業のシェアは， 92年まで食料品
と繊維製品を中心に，わずかな低下が見られた。

93年以降，それは上昇に転じた。また，この間，
個別産業として金属精錬・圧延加工のシェアが
低下している。

15) ただし，消費による生産誘発効果の第三次産
業シェアは92年以降やや低下した。

ているが，工業内部では重化学工業に偏ってい

る。

工業化経済発展段階の日本では，投資の生産

誘発効果は，特に第二次と第三次産業に偏重し

ており，中国と共通しているが，工業内部では

軽工業ではなく機械産業に偏っている。消費の

生産誘発効果は中国と構造的に異なり，第一次

産業のシェアが中国より顕著に低く，第三次産

業のシェアが非常に高い。輸出の生産誘発構造

に関しては，第一次産業のシェアが中国より低

く，第二次産業内部では，軽工業から重工業そ

して機械産業へと，高度化が急速に進んで、いる。

次に，工業化経済成熟段階の日本をみると，工

業化経済発展段階と異なり，消費だけでなく投

資による生産誘発からみた産業の重心が第三次

産業へシフトしつつある。また，輸出は依然と

して第二次産業を誘発効果の重心としている

が，機械産業へ更に偏った。

(3)小括

中国では，工業化経済発展につれ，生産の

「高加工度化」および「分業化・迂面化jが実

現され，中間投入による生産乗数効果が上昇し，

最終需要の生産誘発力も次第に上昇した。工業

経済成熟段階の日本と比べて，中国は将来的に

経済の「高付加価値化」も経済発展の重要課題

のーっとなると考えられ，生産誘発力の上昇に

は注意が必要で、ある(中間投入の拡大に関して

は第 6節で別の側面から言及する)。また，中

国では，輸出需要の高い生産誘発効果が評価で

きるが，内需，特に，投資需要の生産誘発効果

が比較的遅れている。内需拡大による経済成長

を志向するならば，内需の生産誘発効果を改善

する必要があるだろう。消費の生産誘発効果か

らみた産業構造は高度化されておらず，日本に

比べて，第一次産業のシェアが比較的に高く，

第三次産業のそれは低い。また，投資について

も，第三次産業に対する誘発効果が比較的に低

い。輸出は，第一次産業のシェアが高いが，工
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業内部についてみると，軽工業のシェアが依然

として高く，工業内部の高度化がまだ実現され

てない。産業構造高度化の観点から指摘すれば，

中国における各需要要因の生産誘発効果の産業

構造を高度化する必要があろう。

4.産業生産の最終需要誘発依存構造

(4 -2)式で示した生産誘発依存度は，各産

業の生産がどの最終需要にどれだけ支えられて

いるかを示す。表 2-1~表 2-3 に中国およ

び日本における産業生産の最終需要誘発依存度

を示した。

(1 )産業全体としての最終需要生産誘発依存

構造とその時系列変動

表2-1の「内生部門計jの数値から，産業

全体としての誘発依存構造をみておこう。中国

では，生産の八割が消費と投資によって誘発さ

れ， r内需依存型」である。ただし，時系列で

見ると，消費に対する依存度は低下し，輸出に

対する依存度が上昇する傾向にある。

このような時系列変動は，工業化経済発展段

階の日本においても見られるが，輸出の依存度

は中国の半分程度に止まっている。投資に関し

ては，中国の傾向は必ずしも明確ではないが，

日本では明らかに上昇傾向にある。

工業化経済成熟段階の日本では，内需の依存

度が上昇傾向にあり，輸出依存度が低下傾向に

ある。つまり，工業化経済発展がある程度進む

と，内需の重要性が増してくる。

(2)産業別の生産誘発依存構造

中国の第一次産業では，農業が消費の誘発に

特に依存しており，十年間大きな変動がない。

鉱業では投資依存度が高いが，輸出依存度が上

昇している。第二次産業では，全体的に消費依

存度が高いが，年々低下しており，輸出依存度

表 2-1 中国の最終需要生産誘発依存度
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表 2-2 日本の最終需要生産誘発依存度数
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が上昇している。特に軽工業で輸出依存へのシ

フトが大きい。たとえば繊維製品では，輸出に

対する誘発依存度が87年の35.8%から92年の

52.7%となり，生産額の約半分が輸出によって

誘発されるまでに上昇した。石油加工・石炭加

工，化学工業といった化学系重工業では，消費

依存度が高い。また，建材，金属精錬，金属製

品といった金属系重工業では，投資依存度が高

い。ただし，いずれも軽工業と同じ輸出依存度

が上昇している。機械産業では，機械工業，交

通運輸設備，電気機械器具など，投資依存度の

高い部門が多いが，時系列変動を見ると，輸出

依存度が上昇している。第三次産業では，イン

フラ関連産業の建築業以外で，消費依存度が高

い。投資については， 92年まで電力・ガス・水

道水で， 92年以降，金融保険業と商業・飲食業

において，それぞれ依存度が低下し，さらに第

三次産業全体で投資に対する依存度が低下して

いる。一方，輸出依存度は全体的に上昇してい

る。

工業化経済発展段階の日本では，第一次産業

では中国と同様な誘発依存構造であるが，輸出

依存度が中国よりかなり低い水準にある。そし

て，工業化経済成熟段階になると，消費依存へ

さらにシフトし，輸出依存度が低下した。第二

次産業は，中国と同様に，輸出依存度が上昇し

ている。しかし，その水準は中国より低く， 20 

ポイント以上になったのは，工業化成熟段階に

入ってからのことである。そして，軽工業の輸

出依存度が中国よりかなり低く，繊維製品，パ

ルプ産業を中心に低下している。重工業の内部

でも，金属系の建材，金属製品両部門では輸出

依存度が低下している。日本の第二次産業の輪

出依存シフトは，同産業全体的なものではなく，

主に化学系重工業と金属精錬および機械産業と

中心としていた。さらに，工業化成熟段階に入

ると，大半の第二次産業では輸出依存度が低下

している。第三次産業の生産は，輸出依存度が

上昇する点では，中国と同様で、あるが，内需の

依存は消費から投資へ重心をシフトさせてお

り，中国とは異なる。そして，工業経済成熟段

階に入ると，輸出依存度が低下に転じた。

(3)小括

中国における産業生産の誘発依存構造は，

「内需依存型」であるが，開放政策が功を奏し，

第二次産業および第三次産業の外需依存へのシ

フトが進み，産業全体でみても外需依存度が高

い水準で高まっている。 60年代の日本では，全

体として輸出依存へシフトしており，軽工業と

一部の重工業部門では内需へシフトしている

が，工業化経済成熟段階になると全体的に内需

依存へシフトした。工業化発展段階における外

需への誘発依存は，外需による国内生産の効果

的な牽引が期待できるが，国際経済情勢の変動

に左右されやすいというリスクもある。中国の

ような大規模な経済を考えれば，内需への依存

構造の構築が国際変動リスクを回避するだけで

なく，成熟段階向けての準備段階としても有意

義であると考えられる。

5.産業生産変動の要因分析

本節では， (5)式を利用して，両国における

産業生産変動の要因分析を行う。中国の変動期

間を前期 (1987~92年) ，後期 (1992~97年)

そして全期間 (1987~1997年)でそれぞれみて

みる(なお，日本についても同様に変動時期の

区分をした)。表 3-1~表 3-3 には，各時期

について，生産額変動率，および，各要因に分

解した要因別寄与度を示した。後者は，各要因

別に生産額変動額が生産額変動総額(=100) 

に占める寄与度(貢献度)を示している。した

がって，符号が正であれば，その要因の変動に

よって生産が拡大したことを示す(逆は逆であ

る)。

(1)産業生産の変動

中国について， 1987年 ~1997年の 10年間に

生産総額が， l. 7倍に拡大した。これは，日本

の60年代に記録したl.8倍の拡大に匹敵する。

ちなみに，工業化経済成熟段階の日本では90年
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(注)rその他」は中国産業連関表の統計誤差項である。

(資料)筆者算出。
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日本における生産変動の要因別寄与度(対総変動)表 3-3
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代(前後)， 0.3倍の拡大にとどまった。

産業別にみると，中国では工業化経済発展段

階を反映し，第二次産業の成長率が10年間で

2.1倍，また，第三次産業のそれもl.7倍と，と

もに平均値より高いが，第一次産業のそれは

0.8倍と，平均値の半分しかない。第二次産業

の内訳を見ると，機械産業の成長率が最も高く

なっており，重化学産業と軽工業に比べて大き

な誰離がみられた。機械工業で、成長率が高かっ

た要因は，交通運輸設備，電気機械，その他の

機械の高成長による。一方，重化学工業でそれ

ほど高い成長率を実現できなかったのは，石油

加工・石炭加工と金属精錬・圧延加工部門の低

成長による。また，軽工業では食料品加工と繊

維産業の低成長による。

60年代の日本も，第二次産業の成長率は2.3

倍と，平均値より高い。一方，第三次産業は平

均値より少し低く， l.7倍である。第一次産業

は農業の低成長により，極端に低く， 0.25倍で

ある。第二次産業の内訳をみると， r重化学工

業化Jを反映して，重化学工業が機械産業に匹

敵するぐらいの高成長率を示している。軽工業

の成長率は，食料品加工と繊維製品の低成長に

より，重工業と機械産業の成長率の半分以下で

ある。

成熟段階の日本では，産業別の成長率は，中

国および60年代の日本とは異なっている。この

段階の日本では， rサービス経済化Jが進み，

第三次産業の成長率が0.4倍で平均値以上にな

った。一方，第二次産業は0.24倍で平均値より

献度は，前期の0.2から後期の2.4へと上昇した。

逆に，中間投入・技術構造の変動は，前期には

正の貢献 (16.5) だ、ったが，後期には負の貢献

に転じた。このように，この時期の中国は，主

に内需拡大による成長，つまり「内需主導型J，
更にいうと「消費主導型Jであったことがわか

った。ただし，改革・開放政策により，輸出も

内需と同様に重要な貢献を示しており，重要な

生産拡大要因であった。

60年代の日本も「内需主導型」成長ではある

が，時系列で見ると，消費拡大の貢献度が低下

し，投資拡大の貢献度が上昇している。全期間

では投資の貢献度が高い。日本の工業化経済発

展段階における生産拡大は，中国と異なり，内

需の投資拡大に偏る「投資主導型jである。そ

して，輸出拡大の貢献度は，かなり低い水準で，

さらに低下している。また，輸入代替の変動は，

生産縮小効果を示している。つまり，中国の工

業化経済発展では，輸入代替を伴った発展であ

るのに対して，日本では逆に輸入を拡大してい

た。また，日本における中間投入・技術構造の

変動効果は，プラスであるが，その効果は大き

くない。

工業化経済成熟段階の日本では，内需拡大の

貢献度が更に高まった。輸入代替のマイナス効

果も工業化経済発展段階よりも一段と強まっ

た。90年代における投資変動のマイナス効果は，

パフゃル崩壊による資本投資の落ち込みの影響で

あろう。

低く，第一次産業にいたっては0.1倍のマイナ (3)各要因効果の産業構造特徴

ス成長となった。 90年~何年の成長率の落ち込 中国では，各最終需要変動からみた生産拡大

みはバブルの崩壊によるものであろう。 効果の産業重心が，期間を問わず，第二次産業

であった16)。消費の拡大による生産拡大は，第

(2)各要因の全体としての効果 二次産業内部の軽工業と重化学工業を中心とし

それでは，各要因の変動が生産変動に与えた ているが，投資は，第二次産業内の重化学工業

影響を見てみよう。 と機械産業を中心としている。輸出の場合，前

「内生部門計」についてみると，中国の生産

拡大において，最終需要，特に消費拡大の貢献

が最も高い。時系列変動では，各最終需要拡大

の貢献度がともに上昇している。輸入代替の貢

16)前期の消費と中間投入・技術構造の変動効果
が第三次産業を中心に現れていたが，後期では，
第二次産業へその重心をシフトした。
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期では軽工業と重化学工業であったが，後期で では一貫してマイナス効果であり，石油などの

は重工業と機械産業へシフトし，一定の高度化 中間投入は減少している。

傾向を見せた。 60年代の日本では，各最終需要の拡大による

輸入代替は第二次産業を中心に生産拡大効果 生産拡大効果が，中国とは構造的に異なる。消

を示しているが，前期では一次産業の鉱業，軽 費拡大の生産拡大効果は，第三次産業を中心と

工業の繊維製品，重工業の石油加工・石炭加工，

化学工業，金属製品では輸入拡大が生じており，

マイナス効果である。後期では鉱業と繊維産業

および化学工業では輸入代替に転じたが，石油

加工・石炭加工，金属製品の輸入が拡大し，マ

イナス効果が継続しているが，その他の機械産

業も新たにマイナス効果に転じた。このことか

ら中国の工業化発展はこれら産業に対する需要

が拡大し，国内生産だけでは賄えなくなること

を反映している 17)。

中間投入・技術構造の変動は，第一次産業に

対してマイナス効果であるが，第二次産業に対

してプラス効果である。工業化経済発展段階に

おける中間投入構造には， ix字型交差の構造

変化J18)，つまり，二次工業品中間財による一

次産品中間財の中間投入代替が生じる。各産業

の中間投入において一次産品のシェアが低下

し，同産業の生産が縮小する。一方，二次工業

品中間財が多投されるようになり，同産業の生

産は拡大する。中国の中間投入構造にはこの構

造変化が生じていると考えられる(中国の中間

投入構造と工業化発展に関しては第 6節で述べ

る)。工業化発展段階においては，各産業の中

間投入において第三次産業サーピス中間財のシ

ェアが持続的に上昇する傾向がある 19)。しかし，

中国では，こうした構造変化が不完全であり，

第三次産業に対するプラス効果は，後期でマイ

ナス効果に転じた。また，石油加工・石炭加工

17)石油加工・石炭加工の低成長とあわせて考慮
すれば，エネルギー産業のボトルネック効果が

心配される。
18)経済発展につれ，中間投入構造における ix字
型交差の構造変化jに関して， Chenery (1963)， 
宮沢 (1991，77ページ)，胡 (2003，9 -10ペー
ジ)参照。

19)胡 (2003，6-10ページ)参照。

している。投資は中国と類似した構造をしてい

るが，工業の内部を見ると，軽工業に対する拡

大効果は，日本ではパルプを中心としており，

重工業に対する拡大効果は，金属精錬・圧延加

工に集中している。また，輸出拡大の効果は，

輸出産業構造高度化を反映して，重化学工業と

機械産業に集中しており，軽工業のシェアが低

し、。

日本における輸入代替のマイナス効果は，第

一次産業と軽工業に集中しており，重化学工業

と機械産業では輸入代替は進んでいる。一次産

品を輸入して加工するという日本の生産構造と

比較優位構造の変化を反映している。中間投

入・技術構造は，中国と同様に ix字型交差の

構造変化」を示し，第一次産業でマイナス効果，

第二次産業でプラス効果を示した。しかし，第

三次産業について，後期にマイナス効果からプ

ラス効果へ転じた。

工業化経済成熟段階の日本では，成熟段階の

特徴が顕著に示され，中国および60年代の日本

と異なり，各要因変動の生産拡大効果は明らか

に第三次産業へシフトした結果，第三次産業中

心の成長となった。輸出拡大による生産拡大効

果は，第二次産業中心であるが，特に，機械産

業へシフトした。また，輸入代替のマイナス効

果は第一次産業 (60年代)から，第二次産業と

第三次産業へその重心を移動した。つまり，こ

の時期，日本の輸入拡大は，一次産品だけでな

く，より広い産業において進んだ。そして，中

間投入・技術構造の変動は，第三次産業におい

て一貫してプラス効果を示した。

(4)小括

第二次工業部門および第三次産業部門を中心

に高い成長率で発展している中国では，主に内

需拡大による成長，つまり「内需主導型」であ
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るが，輸出拡大の役割が大きく，その貢献度が

年々上昇している。そして，内需では消費拡大

に偏っており，投資と消費の両輪牽引による日

本の工業化経済発展と異なる。第二次産業内部

を見ると， 60年代の日本は重工業と機械産業の

相対的に高い成長により，明確な高度化傾向を

示しているのに対して，中国では，軽工業の役

割が大きい。

また，中国では各最終需要の拡大による生産

拡大効果は，第二次産業を中心に現れており，

工業化経済発展段階の臼本に比べると，消費で

は第三次産業，輸出では第二次産業，特に機械

産業において，生産拡大効果が相対的に弱い。

中国の中間投入・技術構造は， ix字型交差の

構造変化Jの影響により，第一次産業の生産を

圧縮し，第二次産業の生産を拡大する効果を示

している。ただし，日本の中間投入・技術構造

変動は， 65年以降一貫して第三次産業の生産を

拡大する効果を示したが，中国の後期では逆に

マイナス効果を示した。工業化経済成熟段階の

日本では，さらに内需の拡大に偏重し，各要因

の拡大効果も第三次産業へとさらにシフトした。

6.両国における産業構成の格差

本節では， (6)式を利用して，各段階につい

て経済発展の結果，両国で形成された産業構造

の状況について比較し，両国間の格差をもたら

す要因を検討する。表4には，相対化された格

差および要因別寄与度を示した。相対化された

格差とは，両国における産業シェアの格差につ

いて，プラスの値の合計を100，マイナスの値

の合計を -100となるように，産業別の格差を

相対化した。プラス効果であれば，中国のシェ

アが高く，マイナス効果であれば日本のシェア

が高い。同様に，各要因の格差効果も，プラス

の合計が100，マイナスの合計が一100となるよ

うに相対化した20)。

(1)両国における産業構成の格差

両国の産業構造を簡単に比較しよう。両国の

第二次産業の生産シェアに大差はないが，第一

次産業の生産シェアは，中国では日本の約 3倍

と高い。第三次産業の同シェアは， 1970年の日

本では第二次産業に近づいているのに対して，

中国のそれは低く，第二次産業との差も大きい

21)。そして，第二次産業の内訳をみると， 1970 

年の日本は軽工業のシェアが中国より低いが，

機械産業のシェアが中国より高い。中国の重工

業シェアは，比較的高いが，金属精錬のシェア

は，中国が日本よりも低い。 1995年の日本では，

経済発展の成熟化につれて，産業生産の重心が

第三次産業にさらにシフトした結果，中国の第

一次産業および第二次産業とプラスの格差が聞

いた。中国とのマイナスの格差は，ほとんど第

三次産業に集中している。

(2)両国における産業構成格差の要因分解

以下，両国における産業構造格差についてそ

の形成要因を分析する。

中国で第一次産業の農業シェアが，日本より

高いのは，主に最終需要，特に消費需要におけ

る産業構成の格差によってもたらされる。一般

的に，所得の上昇につれて，消費構造が一次産

品から耐久消費財やサーピス財へとその重心を

移す。中国では，需要構造が日本より低い段階

にあり，農業生産のシェアが高止まりとなる重

要な要因となっている。また，同国は輸入構造

の格差も高い寄与度を示しており，日本では一

次産品を輸入して加工するという生産構造の特

徴を反映している。中間投入構造の格差による

効果は，農，鉱業ともにプラスであり，中国の

中間投入構造が日本より一次産品多投的で，日

本の中間投入技術構造が中国より一次産品節約

的であることを示している。日本の1995年の格

差は， 1970年と比べて，中間投入構造の格差に

20)大分類の場合は21部門の相対化値の対応部門

集計のため，合計で Oになるが，普通:t100には

ならない。

21) たとえ第三次産業に対する中国統計の未成熟

を考慮しでも，この格差は大きく残るであろう。
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よる寄与度が上昇した。日本における中間投入

構造がさらに効率化され，一次産品節約的にな

っていることを示している。ちなみに，中国の

鉱業シェアが日本より高いのは，中国の一次産

品多投的な中間投入に由来する。

中国の第二次産業の生産シェアが， 60年代の

日本に比べて高いのは，中間投入構造の格差に

よる貢献が最も大きい効果であり，その次に，

輸出構造の格差効果である。他方，消費と投資

など内需の各要因及び輸入代替要因は，いずれ

もマイナス効果である。中間投入構造格差のプ

ラス効果は，中国における中間投入構造が重化

学工業の化学工業，建材産業製品および機械諸

産業製品をより多投しており，日本ではより効

率的に投下していることなどを反映している。

中国の輸出構造において工業シェアが高いの

は，繊維製品など軽工業の輸出シェアの高さに

よる。一方，消費構造格差のマイナス効果は，

中国の第二次産業のシェアが比較的低いことを

反映している。投資構造格差のマイナス効果は，

中国の重化学工業シェアと機械産業のシェアが

低いためである。そして，輸入代替構造格差の

マイナス効果は，中国の工業品輸入代替水準が

日本より遅れていることを反映している。

最後に，中国の第三次産業の生産シェアが各

時期の日本のそれよりも大きな格差となったの

は，大半が消費構造高度化の遅れによるもので

ある。

(3)小括

中国では，第二次工業部門の生産シェアだけ

を見ると，高い工業化発展段階にあるように見

える。しかし，第一次産業シェアが依然として

高く，第三次産業シェアが低い。中国における

産業構造の歪みは，国際比較によっても明確で

ある22)。かつて国民消費や他の産業部門，特に，

第三次産業の発展を抑えて，重工業を優先的に

発展させる「重工業優先戦略jの影響が大きい

22)南 (1990，16-17ページ)，林 (1997，56-59 

ページ)。

ように思われるお)。

日本との比較で，中国では「粗放型jつまり

中間財多投型工業化のため，中間投入・技術構

造における工業品を多投している。それが第二

次工業シェアを支える最大の要因である。また，

輸出構造における軽工業品シェアが高い。 60年

代の日本に比べた場合，中国の消費や投資およ

び輸入代替は，いずれにおいても，工業化へ向

けた高度化がまだ実現されていない24)。消費構

造と投資構造において，一次産業シェアが高く，

第二次産業と第三次産業のシェアが低いという

構造的な特徴は，産業構造の高度化を阻害する

最大の要因である。

7.おわりに

本稿では，接続産業連関表を利用して，中国

における産業生産構造と需要構造との関連を考

察し，分析対象期間の生産変動について，日本

と比較しながら要因分析を行い，生産拡大効果

を分析した。そして，日本との直接比較によっ

て，中国の原段階における産業構造の特徴およ

びその形成要因などについて検討をした。主な

結論は各節の小括にまとめたので，ここでは繰

り返さないが，本節では，以上で述べた分析結

果から，いくつかの政策提起をしたい。

中国の産業生産において，輸出に対する誘発

依存が高水準で上昇しており，実際の生産拡大

においても，輸出による貢献度が高く，かつ上

昇している。貿易輸出は，途上国の工業化発展

にとって，重要な役割を期待されているが，中

国のような大規模な発展途上国にとって，内需

への安定的な依存構造を作れば，国際情勢の変

動による貿易への悪影響を抑え，経済発展の安

定性を確保すると言う意味で，内需の拡大は政

策としても必要であろう。中国は， 90年代後半

23)中兼 (1999，86ページ)，南 (1990，161-165 

ページ)，林 (1997，56ページ)。
24)輸出に関しては，軽工業シェアが高く，工業
内部における高度化が遅れている。
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から内需拡大路線へ転換し，その背景には，国 工業化jである。中国の「重化学優先発展戦略」

際的な経済成長の低迷から，外需への過度な依 は，消費の抑制により実現したため， r重工業

存はリスクであるという認識が政策担当者の間

で広がったためであろう。本稿の分析からもわ

かるように，日本の発展過程における経験とあ

わせて考えれば，内需への移行は，工業化経済

成熟段階への準備としても有意義といえ，この

意味で中国の内需拡大策には一定の合理性があ

る。

ただし，日本の工業化経済発展段階では，輸

出だけでなく内需の投資にも高い生産誘発効果

を持っており，産業生産の投資に対する誘発依

存も年々上昇していた。そして，日本の投資拡

大は，生産拡大を牽引する重要な要因であった。

それに対して，中国では投資の生産誘発効果は

輸出より低く，投資拡大による生産拡大効果も

相対的に低い。従って，中国で内需拡大策を実

施する際に，内需，特に，投資の生産誘発効果

を改善する必要がある。

中国の産業構造は，高い工業シェアのわりに，

第一次産業のシェアが高く，第三次産業のシェ

アが低い。こうした産業構造には，いくつかの

潜在的な問題点が潜んでいる。

生産構造と需要構造の関連でみると，中国の

工業化は，内需構造の高度化による結果ではな

い。日本との比較からわかるように，中国の内

需構造は，第一次産業のシェアが高く，第二次

と第三次産業のシェアが低い。重化学工業の高

い生産シェアは，消費財や資本財に使われるの

ではなく，中間投入として重工業品が多投され

ることで形成されたのである。軽工業の高い生

産シェアは，輸出シェアの高さによるものであ

り，内需構造では，軽工業シェアの向上は見ら

れるものの，日本との比較でわかるように，特

に，消費需要における軽工業シェアがまだ低い。

機械産業の低い生産シェアも，機械産業製品を

中間財として多用し，資本財や消費財としては

利用比率が低いためである。つまり，中国の工

業化は，国内最終需要構造の高度化によって支

えられているのではなく，工業品中間財の中間

投入拡大と軽工業品の輸出拡大を通じた「擬似

部門の拡大が一定の懐妊期間をおいてより豊富

な消費財の拡大を可能にするという理論は無視

されてJ，r複数の重工業部門間でその製品が自

己循環する」という「自己循環メカニズムJ25) 

に陥っていた。そして，工業中間財多投による

工業生産規模の単純拡大，いわゆる「粗放型」

工業化の影響もあるだろう。

中国の産業構造は，第三次産業のシェアが低

く，アン・バランスである。工業製品は，第三

次産業の生産で中間財として投下され，同産業

における「高加工度化」生産に貢献する役割を

持つ。逆に言えば，第三次産業の相応な発展は，

工業部門間でその製品が自己循環するという構

図を改善できる。また第三次産業の発展は，工

業化の次なる発展段階の準備でもある。

中国では「自己循環メカニズムjと「粗放型J
工業化の影響により，工業品中間財を多投した。

一方，サーピス中間財の投入シェアが持続的な

上昇を実現していない。中国では，将来的に

「サービス経済化」の実現という点で問題を引き

起こす可能性がある。

以上，中国では中間財多投型の工業化構造を

改善し，中間投入・技術構造の効率化をはかり

ながら，最終需要構造の高度化によって健全的

な工業化発展が支えられるような構造へ転換す

る必要がある。本稿の考察からわかるように，

各需要要因は中国の産業構造を高度化へ誘導す

る役割は果たされておらず，今後，改善する必

要がある。具体的には，消費および投資におけ

る第二次産業と第三次産業シェアの一層の向

上，第二次産業内では，重化学工業と機械産業

シェアの向上，輸出需要の工業内部における高

度化，第二次産業の輸入代替生産拡大，中間投

入構造における二次工業品多投の改善，及び，

サーピス中間財投入の上昇，などを図る必要が

ある。需要構造の高度化と効率的な中間投入構

25)渡辺 (1995，14ページ)。中兼 (1992，101ペ
ージ)も参照。
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造とによって支えられる工業化こそ経済発展の

求める真の工業化目標であろう。

本稿では，データの制約により， 97年以降に

ついて，検討できなかったが，少なくとも中国

経済の構造的な問題点を認識するには十分参考

となろう。また，本稿で用いた産業連関分析は，

需要面の影響要因に焦点を当てており，供給面

に関する検討は当然補足されるべきである。本

稿では， 90年代前後の中国では，供給過剰基調

の経済へ移行する段階にあり， 90年代以降，需

要要因が重要であると考えるが， 80年代に対す

る考察では供給面からの影響要因という視点

が，より重要であるかもしれない。また，本稿

では，需要を外生変数として扱っており，分析

を通じて具体的な対策が見出せないという点で

は一定の限界があり，今後，分析のフレームワ

ークをさらに拡張する余地が残されている。こ

れらの問題点は，筆者の今後の課題として残さ

れているわけではあるが，このことで本稿の主

張が否定されるというものではない。本稿の貢

献は，今後の議論を展開していく上で，もっと

も基礎となる現状に対する理解を実証的に行っ

たという点にあるといえよう。
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Using an orig加alco吋unctionInput-Output table of China， which is comparable with that of， this 

study examines the industrial structures and their changes in China and Japan. Main findings are as 

follows: (1) Due to the “high processing degree" and “detourization" in China's production， 

production-promot泊gpower of the final demand is rising， while its structure isn't. Domestic demand 

on the third industry is weak， and export has no effect on intra-industry upgrading. Furthermore， the 

production-promoting performance of investment is low because of the existence of a large imbalance 

between demand items. (2) Although the dependence structure of production-promoting in China is a 

kind of“domestic demand induced"， the depending degree on export is rising at a high level. (3) Since 

production expansion in China from 1987 to 1997 is mainly “demand-led"， the role of investment is 

weak; therefore the consumption-induced production expansion effect is given much more 

importance. Hence the contribution of export expansion is rising. Furthermore， production expansion 

effects caused by consumption expanding and structural changes in intermediate inputs are structural 

lagging， while the degree of export in the intra 2nd industry is slow. (4) It may look that China's 

industries have been industrializing because of the high production shares. However， rather than 

structural progressing in the final demand， this progress is depending on large inputs in industrial 

intermediate goods， mostly on“self circulation mechanism"加 theheavy industry sector. Based on the 

白ldings，we present several policy proposals on chang加gof industrial structure. 


